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遺伝子増幅技術「LAMP法」を利用して開発を進めてまいりました

『Loopamp®マイコプラズマP検出試薬キット』および『Loopamp®レジオネラ

検出試薬キットC』の製造販売承認申請を、平成20年3月12日付で厚生労働省に

行いましたのでお知らせいたします。 

国内の死因順位第４位である肺炎は、近年、増加傾向にあり、その約３割が

重症化しやすい市中肺炎であると言われております。特に、「マイコプラズマ」

や「レジオネラ」は臨床的重要度の高い起炎菌であり、迅速な菌の特定と適切

な治療が要求されております。 

現在、検査法として血清抗体価測定法や培養法が用いられておりますが、時

間がかかります。また、レジオネラに関しては尿中抗原測定法が普及していま

すが、検出可能な菌に限りがあります。 

LAMP法を用いた遺伝子検査は、迅速かつ高感度、高精度な検査法として、

早期治療に貢献できると考え、試薬キットの開発を進め、臨床評価においても

良好な成績が得られましたので、体外診断用医薬品としての製造販売承認申請

を行いました。 

栄研化学は、引き続き LAMP 法による事業を積極的に医療分野に展開すると

ともに畜産、農業、食品、環境などあらゆる分野への LAMP 法の普及と遺伝子

検査市場の拡大を目指していきます。 
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